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　　　　　山口県八坂・銅谷鉱山における核原料資源の物理探鉱調査報告
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　　　　　by
Kihei　Shibat6＆Yoshio　Horlkawa

　　　　　　　　　　　　　　　Abstract．
　　Electrical　and　radiometrical　prospecting　su士vey　for　the　uraniferous　copper－chlorite　veins　in、

granite　were　carried　out　at　Yasaka　and　D6dani　mines，Yamaguchi　prefecture．

　　The　indications　of　spontaneous　polarization　and　resistivity　method　ar6unsuitable　for　these　thin

veins，therefore，6pecial　Current－Potential　method　that　ore　vein　was　taken　as　Qne　elgctrode，was　used・・

　　In　the　Yasaka　mine　l’the　high　count　anomalies　were　found　inαdit　level　by　the　r＆diometricaI

s“rvey，and　the　Current－Potential　method　seems　also　to　be　usefuL　for　the　tracing　of　the　veins。

　　、In　the　D6danhnine　l　r＆dioactiveαnomalies　were　not　so　large＆s　those　of　the　Yasaka　mine　in

adit　level，

　　The　writ6rs　believe．that　the　Current・Potential　method　seems　to　be　more　applic歌ble　to　those

low　radioactive　anomaly　veins。

　　　　　　　　要　　旨
花崩岩中の銅一緑泥石脈に含まれているウラン鉱床に

ついて，その探査法の研究と鉱床の追跡とを目的に，『山

口県の八坂・銅谷という類似の両鉱山において，電気お、

よび放射能探鉱調査を行なつた。

両鉱山とも従来の方法ではあまり効果的な結果は得ら

れなかつたので，鉱体を1極とする特殊な流電電位法に

よつてその鑓先を探査することの可能性が推定された・

　八坂鉱山では，坑内の調査からみて高カウγトの放射

能異常地帯が奥部にみられるので，その鑓先を究明するP

ことは望ましいことである。この追跡について嫡流電電

位法による 異常を参考として探鉱を行なうべきであろ

う。

　銅谷鉱山では，坑内の調査から考えて放射能異常は小

範囲に限られているが，鉱脈の追跡としては流電電位法

による異常を参考とすべきであろう。

1．緒　　言

　昭和．33年12月1目から12月29目まで約29日間に

わたつて山口県佐波郡徳地町引谷の八坂鉱山および銅谷

鉱山において核原料資源を対象として，電気探鉱法およ

．び放射能探鉱法による調査を行なつた。ごNにその結果

を報告する。一

　調査には筆者らのほかに，堀本健次・井上正文が参加

し，測量を担当した。

＊物理探査部

21位置および交通

八坂・銅谷の丙鉱山は，山口県佐波郡徳地町引谷に』あ

つて，八坂鉱山は字川口上にあり，銅谷鉱山は字夏焼に

ある。両鉱山は約6kmを隔てて，ともにバス道路沿線

に存在しているQ

．交通は，

　蝪本線防石鉄導堀防石整八坂防石ノミる川吐・
　防　府約4里強約1里半　　半里　↑．

炉線防聾舗防石バスt
　山　　口約4里弱　　　　　　1里半

　　　　　　　も　　　た　　　　 エあ

　　　　、ノ吉　　敷　　郡　、　査・　　　町

　　　　1ク　　　　　認　地　　　収
　　．讐　砂　　　　1、
鑑市、ー　　ノ＿．髪

　、・“‘ぐら　　至防府　　　’甲、　、　一、

第1図位置図

以上のように防石・ミスを利用すれば両鉱山とも至便で

八坂鉱山は川口上停留所より約南方50mに・銅谷鉱山

は農協前停留所より南東方約100mにある。

3．地質および鉱床

本地裁の地質鉱床に関しては，井上秀雄・五十嵐俊

1一（1）
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第3図銅谷鉱山付近地形および物理探鉱測線図

　雄・河内洋佑らの調査註1）がある6これによると，八坂

　鉱山および銅谷鉱山の鉱床は，黒雲母花嵩岩中の割れ

　目，ないしは破砕帯に発達した珪化・絹雲母化作用を伴

　う含銅緑泥石脈で，脈幅は10cmから1mにわたりき
　わめて膨縮性に冨んでいるる

　鉱石鉱物としては，一黄鉄鉱・黄銅鉱・硫砒鉄鉱・閃亜

㌧錯鉱・方錯鉱・斑銅鉱・輝銅鉱・銅藍・孔雀石があり，

　放射性鉱物としては歴青ウラン鉱・コヅフィン石が確認

　されたQ

　脈石鉱物としては石英・緑泥石・絹雲母・螢石・黄玉・

　・氷長石などが認められた。

　　八坂鉱山の鉱床は，走向N150E，傾斜70～90。Sを
　示し，現在まで採掘または探鉱された鑓押坑道延長は，

　地並で約400mに達しているq

　今回，調査を行なつた銅谷鉱山の鉱床は，一号鑓だけ

　で，この鑓は走向N459E，傾斜70～900Sを示してお

　り地並での鑓押坑道の総延長は約110mに達している。

4．調査目的および調査方法

1）調査目的

註1）　井上秀雄・五十嵐俊雄・河内洋佑．＝山口県佐波

　　『郡徳地町八坂・戸禰・銅谷鉱山放射能鉱床調査

　　報告，未発表資料　．

　花嵩岩中の断層または裂きよに沿つて貫入してでき

た，きわめて細かいウランを含む含銅緑泥石脈の探鉱法

について検討するとともに，さらに両鉱山において鑓先

探鉱を行なつた。

　調査方法は地表からは自然電位法・比抵抗法（電極間

隔10砥20m，46m）・放射能傑鉱法，および鉱脈を1

極とした直流電位法の4種で，坑内では自然電位法・放

射能探鉱法の2種を行なつた（こ瓦で用いた直流電位法

は，坑道内の鉱脈と坑外の遠電極との間に100mAの

直流を常時一定に流し，地表において，その電位分布を

測定したものである）。

　測線は八坂鉱山では第2図のように一鉱脈にほ窒直角

（南北）に南方から「イ，戸，ハ，………，ソ，ツ，」≧30

m問隔に各測線（120m）を設置した。各測線は10m間

隔に測点を設け，西方からrO，1）2，……一，12」とし

，た。1

　銅谷鉱山ではジ第3図のように鉱脈に直角方向に西方

から「イ，ロ，ハ，・……・，カ，ヨ」と20m間隔に、各測・

線（120m）を設置し，各測線は10m間隔に測点を設け

北方から「O，1，2，…・・…，12」としたQ

　両鉱山とも自然電位と流電電位の測定は，地表でば

5m間隔に，坑内では2m間隔に行なつた。

3一（3）
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第4図　八坂鉱山自然電位分右図　単位　mV
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第5図　八坂鉱山比抵抗分布図　平均3極法　a＝10m　単位kΩ一cm
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　　　　　　5．八坂鉱山調査結果

　自然電位

　第4図のような自然電位法の結果が現われた。すなわ・

ちおもな負異常地帯は次の通りである。

　！）　「イー6」を中心とした地帯

　これはちようど斜坑の坑道上に相当し，坑道地並の冨

鉱部の上部にあたるム

　2）　「二一2」を中心とした地帯

　3）　「カー10」を中心とした地帯

　以上の2），3）はちようど地形の高くなつた地帯であ

る0

　4）　r白一6」～「ター6」に続く細長い地帯

　5）　「ホー8」を中心とした地帯

　6）　「イー1斗」～「官一11」に続く細長い地帯

　7）　「ター3」～「ッー4」に続く細長い地帯

　以上の4）～7）は，いずれも異常は小さく，かつ地形

酌に特徴なく，また現在の既知鉱脈とも関係ないもので

あるQ
　比抵抗　　！

　本区域の比抵抗（平均3極法）の結果は，第5図，第6

函のようでプ第5図は電極間隔10mの場合，第6図は

電極間隔20mの場合で，大体に傾向は一致しており，

比較的高比抵抗地帯としては次の区域があげられる。

　1）　「リー1」～「チー4」にかけての区域

　2〉　「ヘー2」～「ヘー4」にかけ’ての区域

　以上の1），2）は第2図でわかるように，地形の高い

地帯である。

　’3）　「ヲー8」～「カー10」にかけての区域
’
ヒ
れ は地形の高い地帯のうち，とくに露岩の多い地帯

である。

　4）　「カー1」付近

　これは地形的には変化はないが，ちようど川淵の露岩

地帯に相当し，とくにその川幅が広くなつていて，露岩

面積も広い地帯である。

　流電電位

　この測定電位の各測線ご≧の断面図は，第7図の通り

で，各測線での電位の高い点を結ぶと図のように一連の

ものとなり，この一連の高電位線を平面図に移すと第＄

図のようになるQ

　この図でわかる，ように，この高電位線は鍾押坑道の中

央部ではその位置の真上に現われているが，「イ，＃，ハρ

二」の測線では2つに分岐して現われてめる。「ワ，カ，

ヨ，タ，レ，ソ，ツ」の測線では現在の坑道延長線上に獣な

一くなり，，東方に約10～15mずれて現われていること』が

1わかるo

　放射能探査
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第7図　八坂鉱山流電電位法結果断面図
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第8図　八坂鉱山流電電位法による尖頭電位蓮結線と坑道との関係位置図
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第9図　八坂鉱山坑内自然電位・放扇謡断面図　◎は空気の放射能強度

い

　地表において表土を30cm程度掘つて各測点での放

射能強度を測定したが，なんら注目すべき異常は認めら

れなかつた。

　坑内の測定

　坑内では自然電位およびγ線強度の測定を行なつた。

この結果は第9図の通りで，2σは立入坑道が鑓にあたつ

た地点，Nα20～205はすべて銅脈または緑泥石脈に

沿つた坑道である。とーくにNα100から奥はほとんど

全部緑泥石脈のみになつている。下の曲線が自然電位法

の結果でNα25～30およびNα45～55にわたつて

ごくわずかに負電位が大ぎくなつているのは，銅の採掘

一跡に相当している。

　以上の結果は，放射能測定の結果で，斜坑口より奥に

なると次第に放射能強度が強くなり，最も奥では0．2

－mR／hR以上になつている。

　こQ漸移的な放射能強度の増加のほかに，Nα58，

110，128，140，153，200のおのおのの付近は割合急激

な放射能強度の異常が現われている。◎印は坑道中央で

測定した空気の放射能強度を示しているが，坑道の奥を

除けば，一般に脈にヘッ．ドをつけて測定したときより大

ぎい放射能強度を示すことがわかる。

　　　　6．八坂鉱山調査結果の考察

　自然電位法の結果（第4図参照）

大体負異常地帯は，地形の高い部分に相当している。

しかし高い地形のところが，全部負異常を現わさない、の

で，地形の影響というよ力，花崩岩の変質によつて地形・ー

を左右しているような場所が，負異常を示していると考

えられるQ．』

比抵抗法の結果（第5，6図参照）

高比抵抗地帯は，一般に，やはり地形の高いところに

相当していて，露岩の多いところがとくに高比抵抗を示一

している。

　そして，高比抵抗地帯は自然電位の負異常と完全には

噌致していない。それは自然電位が花崩岩の変質に関係・

一6一（6）
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し，高比砥抗地帯は岩質および露岩状態とに関係、してい

ることによる相違と考えられる。

　’流電電位法の結果

　第8図でわかるように中央部の結果は銅・．粘土脈の既

知の部分とほとんど一致している。したがつて，こg高』

電位尖頭線はその脈の鑓先の追跡ができる可能性がある

ことがわかる。したがつてこの図から考えて，ワ線より

北方の鑓先は現在の探鉱坑道より東方に，10～151hず

れてい．るのではないかと推定される。またfイ，官，ハ，

二」線では高電位線が2本に分岐しているので，平行脈

がもう一本10～15m西方にある可能性があるように考

えられる。

　坑内の測定結果は第9図の通りであるが，測定にさい

しヘヅドを坑壁の脈に押しあてて測定すると，その放射

能強度は空気中の放射能強度より下るこ、とから推定し

て・この異常はラドンによる影響が加わつている’ものと

考えられる。

　また測定中ヘヅドのよごれを布でふくと放射能強度が

下るので，坑道の壁が放射能的に汚染されていることが

わかる。．とくに坑道の奥はこの傾向が強いことがわかつ

た。もちろんこの結果は1回1回，測定ごとにヘヅドの

汚れを布でふきとつて測定したものであるが，各測点の

値は坑道壁の汚染による放射能強壌幅添加されているこ．

とは否定し難い。とくに坑道の奥の方が漸次放射能強度

が強くなるのは，ヘヅドの汚染状態から考えて，壁の汚

染による影響と考えられる。これらの漸増傾向とは別に

Nα58，97，111，138，152，159付近の強い放射能異

常地帯は明らかに異常と考えられ，とくに中央部のNα

138を中心とする地区はその異常が顕著である。

7．銅谷鉱山調査結果

　自然電位法

　第10図のように調査区域の南端部と北東端とに負異

常地帯が現われている。これらの異常のうち南端部の異

常は地形が高いほど負異常も大きくなつている。北東端

の異常も全般的には地形の高いところに異常が現われて

いるカ㍉そのなかを部分的に遜ると「ヨー6」から「ヲー句

にかけて現われている異常は，割倉に地形に左右されて

いるようであるが，「ワー8」から「カー8」にかけ’て現われ

ている負異常の方は，地形の斜面に現われ七いる。

　比抵抗

　この結果は第11図に電極間隔10m，第真2図に電極

間隔20mの場合を平均3極法によつて示している。

　両結果は大体に似通つたもので，地形の高い区域すな

わち「ホー2」～「ヘー6」付近に相当する中央の高地形をな

す地帯，「官一8」付近を中心とする南部の高地形の地帯，
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第13図　銅谷鉱山流電電位結果断面図l
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第10図　銅谷鉱山自然電位分布図　単位my
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第11図　銅谷鉱山比抵抗分布図　平均3極法　　a冨10m　単位kΩ・cm
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第12図　銅容鉱山比抵抗分布図　平均3極法
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第14図　銅谷鉱山流電電位法による尖頭電位連結線と坑道との関係位置図
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第15図　銅谷鉱山1号坑自然電位・放射能断面図

fヨー6」付近を中心とする北東端の高地形の地帯が高比

抵抗を示している。’た父a＝10mにおいては局所的に

fハー3」，「ワー9」，「ワー1」，「ヨー3」，「ヌー6」などの

高比抵抗の地帯がある。電極間隔20mでは，局所的に

fカー3」付近に高比抵抗の地帯がある。

　流電電位

　各測線ごとの電位断面は第13図に示す通りで，各測

線での電位の高い点を結ぶと数本の異常線が現われる。．

これは鑓押坑道の平面図に移すと第14図のようになり，

両者を照合すると，中央の「ホ線付近より，リ線付近」

までは，大体，現在の鑓押坑道の位置と一致している

が，rヌ」線より北東部は顕著な変位を示して，図のよう

に北西に約20m位ずれて現われている。しかも「ヲ，．

ワ，カ，ヨ線」と進むにつれて2本から3本と分麟して

いる○

　また，’r二」線から南西部の線は，図のように3つに分

かれて現われている。

　放射能探査

　地表からは各測点においで約1尺ほど表土を掘つて測

定したが，なんら異常らしぎものは認められなかつた。

　坑内の測定（第15図参照）

　坑内でば八坂鉱山と同様に自然電位法と放射能探査と

を行なつた。この結果を第15図に示す。　O番はちよう

』ど立入坑道が鑓にあたつた位置ぞ，これより南西に26m

と南東に88mの探鉱鑓押坑道がある。

　自然電位法の結果は図の下に書いた通りで，立入より

南西側のNα9，13および南東側の喪α7，11付近

が割合顕著な負異常を現わしている。

　放射能測定結果は図に示しているが，大体同じ場所に

現われていることがわかる。

8，、銅谷鉱山調査結果の考察

自然電位法の結果（第10図参照）

この結果は大体に，八坂と同様に地形の高いところに
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現われているが，「ワー8」から「カー8」にかけての異常ば

地形とも関係なく，鉱化作用による異常の可能性も考え

られるg

　比抵抗法の結果（第11，12図参照）

　大体におい七地形の高い区域は，概して高比抵抗を示

しているが，そのほかに，地形の出張ったようなところ・

がいくぶん高比抵抗を示しているようで，地形を左右す

る岩質や，表土の被りの厚，浅による影響が大きくぎい

ているように考えられる。

　流電電位法の結果

　第14図でわかるように電位の尖頭を連ねた線は，鑓

押坑道の位置とは，大体によく合致しているが，そφ両

側の延長上ではいずれも相当ずれて現われているので，

鑓先は，この尖頭線に沿つて，ずれf存在する可能性が

あるように考えられる。とくにrカー4」付近で鉱脈の露

頭らしきものを発見することがでぎたので，この尖頭電

位の線は，今後探査をすエめるべきであろう。

　坑内の測定結果は，すでに採掘跡の数カ所において放

射能と自然電位の負異常とが一致して現われたので，ウ

ラン鉱物は黄銅鉱等に一緒に分布する傾向があることが

わかるが，その範囲は第15図のように「ぎわめで狭い部

分であつた。

91結　　論

　1）八坂鉱山は坑内からの調査宅は，放射能強度の割

合強い部分が多いうえに，奥に行くほど汚染によると推．

定される放射能異常が大ぎくなる傾向にあるので，今後

の探査にはこの点よく注意して探査すべきであろう。

　坑道内奥部の調査には，流電電位法によつて鑓先の可

能注があると推定されたような場所を，お競こ探鉱する

必要がある。

　2）銅谷鉱山は坑内での放射能強度分布からみて，そ一・

、の規模は小さいようである魁鉱脈としてならば流電電二

位法でその鍾先らしきものを探知したので，この尖頭電．

位の線を探査する必要がある。

　3）　このように花崩岩のなかに細い銅一緑泥石脈りよ

うに，電気的に良導体がある場合の探査は，今後いまま：

での電気探査法のほかに流電電位法を併用することによ

つて，一層効果をあげることがでぎると考えられる。

・　　　　（昭和33年12月調査）
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